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Agenda

 沖縄オープンラボラトリ 組織概要

 OpenFlowパッチパネル（以降、OF-Patch）ご紹介

• OF-Patchとは、必要性

• オープンソースとして公開中

• 各種イベントへの出展

 OF-Patchの実現方式

 OF-Patchデモ（動画）

 今後の取り組み
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組織概要

 名称

 一般社団法人沖縄オープンラボラトリ
（略称：沖縄オープンラボ、OOL等）

 設立

 2013年5月8日 NTTコミュニケーションズ株式会社、日本電気株式会社 、
株式会社イイガの3社にて設立

 所在地

 〒904-2241 沖縄県うるま市字兼箇段61番地1
沖縄情報通信センター ビジネス棟201

電話： 098-989-1940
Web： http://www.okinawaopenlabs.org/

Facebook： http://www.facebook.com/okinawaopenlabs/

 代表

 理事長 伊藤 幸夫

 目的

 情報通信における先進技術（次世代ICT基盤技術）の実用化、普及のための
研究開発活動

http://www.okinawaopenlabs.org/
http://www.facebook.com/okinawaopenlabs
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OF-Patchとは

SDN技術である OpenFlow を用いて、OpenFlow スイッチにて

パッチパネルを実現したもの。

利用者

OF-Patch

リソース管理システムなどの
ソフトウェアやプログラム

OpenFlowスイッチ

フロー投入

REST API

Host1 Host2 Host3

フローにより
接続切替え

GUI直接操作も可能
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従来のパッチパネル

 パッチパネル

表側

裏側
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従来のパッチパネル

 手動で配線を抜き挿しし、機器間のネットワークを切り替えるもの

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Host1 Host2 Host3

表側

裏側

パッチパネル
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OF-Patchの必要性

 従来のパッチパネルの問題点
物理的な配線を手動で切り替えるため・・・

人が現地に行き作業する必要がある

配線ミスが起こりやすい

ケーブルの取り回しが煩雑である

人の作業があるためシステムの自動化ができない

 機器の接続構成が頻繁に変更される拠点では、

作業効率が悪い・・・

手作業と
煩雑な配線

機器の接続構成の変更を
プログラムやソフトウェアにて制御したい
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 2015年8月よりオープンソースソフトウェア（OSS）としてGitHub上に
インストール手順、チュートリアル、ソースコードを公開

詳細は【https://github.com/okinawaopenlabs/of-patch-manager/wiki】にて。

オープンソースソフトウェアとして公開中

【OSSとして公開中】
・インストール手順
・チュートリアル
・ソースコード
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OF-Patch OSSサイトへのアクセス方法

沖縄オープンラボラトリのホームページ

OF-Patchサイト

 アクセス方法

• 沖縄オープンラボラトリのホームページトップにOF-Patchサイ
トのバナーを設置しており、そこからGitHubへ移動可能。

• 又は「of-patch github」でインターネット検索。
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各種イベントへの出展

インターロップのサイト

 各種イベントでの出展一覧

• 2015年3月にICM研究会でOF-Patchを発表

• 2015年6月にインターロップ出展（Best of Show Award審査員特別賞受賞）

• 2015年8月に台湾で発表

INTERROP Tokyo 
2015にて

Best of Show Award
サイエンス部門
審査員特別賞を受賞
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沖縄オープンラボのテストベッドへの組み込み

サイト間接続

利用する機器間の接続は
OF-Patchにより制御される

利用者

 沖縄オープンラボらとりは、会員向けに各種検証やPoC（Proof of Concept）
を行うためのテストベッドを構築、運用している。

 オンラインでベアメタルリソースを自由な接続構成で利用できるサービス
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OF-Patchの方式①：Leaf-Spine構成

 複数のOpenFlowスイッチを組み合わせポート数を確保

大規模なネットワークを構築可能

1 2 3 4 1 2 3 4

1 5

1 2 3 3

2 6

・・・・・・

Leaf 1 Leaf 2 Leaf 48

Spine 1 Spine 2

・・・
Spine-Leaf間は10G
Leaf-node間は1G

10G

1G

Host1 Host2 Host3 Host4
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OF-Patchの方式②：経路制御

 OF-Patchプログラムの経路選択により、
Leaf-Spine間の経路に偏りが起きないようにする

1 2 3 4

1 5

Leaf 1

Spine 1

帯域の保証を実現

1 5

Spine 2

1 2 3 4

Leaf 2

同一の経路ばかりを
使わないようにする

Host1 Host2 Host3 Host4
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OF-Patchの方式③：フレーム識別方式

 Spine SWを経由する場合、MACアドレスを内部管理識別子に書
き換える方式によりトラフィックを識別

トラフィック識別を実現

1 2 3 4

1 5

Leaf 1

Spine 1

1 2 3 4

Leaf 2

Host1 Host2 Host3 Host4

MACアドレスが
内部管理アドレスに
書き換えられる区間

MACアドレスが
書き換えられない区間

Host1からHost3へ
フレームを送る場合、
Leaf1にフレームが

入った時点で
MACアドレスが
書き換えられ、

Leaf2にフレームが
入った時点で

MACアドレスが
元に戻される。
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OF-Patchデモ（動画）
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今後の取り組み

 OF-PatchのマルチDC対応

 OAM機能等の検討

 SINET検証（NII公募型共同研究）

• SINET上での新サービス・新基盤機能の実験・検証
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OF-PatchのマルチDC対応

 2015年7月、沖縄オープンラボラトリは兼箇段DCにオフィス移転し、
勢理客ビルの複数拠点体制となった

• 拠点を跨がって存在するリソースをユーザに提供する必要がある

• 各拠点に散在するリソースから任意の実験ネットワークトポロジ
を構築可能にする
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Thank You!
ご清聴ありがとうございました。


